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フォローアップ委員会での審議について

■第２回富士川水系河川整備計画フォローアップ委員会
令和２年１２月３日 実施

①富士川直轄河川改修事業 再評価

③利根川総合水系環境整備事業 再評価
（利根川・江戸川環境整備）

■第１回利根川水系鬼怒川・小貝川河川整備計画フォローアップ委員会
令和２年１１月２６日 実施

②小貝川直轄河川改修事業 再評価

④利根川総合水系環境整備事業 再評価
（渡良瀬川環境整備）

■第１回利根川水系利根川・江戸川河川整備計画フォローアップ委員会
令和２年１２月３日 実施

■第１回利根川水系渡良瀬川河川整備計画フォローアップ委員会
令和２年１１月１９日 実施

事業継続について了解

事業継続について了解

事業継続について了解

事業継続について了解

第2回富士川水系河川整備計画
フォローアップ委員会

第1回利根川水系渡良瀬川河川整備計画
フォローアップ委員会



・戦後最大洪水（富士川及び釜無川については昭和５７年８月洪水、
笛吹川については昭和３４年８月洪水）による災害の発生の防止
又は軽減。

１. 目 的

富士川直轄河川改修事業

計画対象区間延長：122.1km

事業概要：堤防整備、河道掘削、広域防災対策、河岸侵食対策 等
事業期間：平成18年～令和17年
全体事業費：約353億円（前回257億円）

２. 事業概要

・戦後最大洪水（富士川及び釜無川については昭和５７年８月洪水、
笛吹川については昭和３４年８月洪水）と同規模の洪水に対して、
河川の洪水による家屋等の浸水被害を解消。

・計画規模を上回る洪水に対しては、人命・資産・社会経済の被害
を軽減。

４. 事業の効果等

３. 事業の進捗状況等

【事業全体】
（今回） （前回） 【残事業】
総便益B：2,033 億円 B：957億円 B：631 億円
総費用C：436 億円 C：250億円 C：73 億円

B/C＝4.7 B/C＝3.8             B/C＝8.7

５. 事業の投資効率性 B,C：現在価値化後

6. 概要図

・富士川直轄河川改修事業は、現段階においても、その事業の必
要性は変わっておらず、引き続き事業を継続することが妥当。

７. 対応方針（原案）

①浸水防止対策（堤防整備）

・これまでに、大野地区等での浸水防
止対策、管内各所での河岸侵食対策、
増穂地区の広域防災対策、同じく流入
支川対策及び光ケーブルやCCTVカメ
ラ等の情報網整備を実施した。

・整備計画以降の新たな動きに対応し、
地震津波対策や危機管理型ハード対
策を実施した。

・現在は、切石手打沢地区の浸水防止
対策（堤防整備）、木島地区の河川防
災ステーション整備、笛吹川石和地区
の河道掘削、釜無川および笛吹川で
の河岸侵食対策を実施している。

防災ステーション 道の駅増穂ＰＡ

②広域防災対策（増穂地区整備後） ③河岸侵食対策（整備後）

整備前

整備後



小貝川直轄河川改修事業
１．目 的

・年超過確率概ね1/30～1/40の洪水による災害の発生の防止
又は被害の軽減を図る。

４.事業の効果等

・洪水に対しては、年超過確率概ね1/30～1/40とし、その水準に相
当する洪水による河川整備計画目標流量を基準地点黒子において
1,100 m3/s とし、このうち、河道整備において対象とする流量は
1,050 m3/sとして、洪水による災害の発生の防止又は軽減。

・計画規模を上回る洪水に対しては、人命・資産・社会経済の被害
を軽減。

・小貝川水系河川整備計画は令和２年３月に策定されており主な
改修事業は以下のとおり。

①堤防の整備
堤防が整備されていない区間や、標準的な

堤防の断面形状に対して高さ又は幅が不足
している区間について、上下流のバランスを
考慮しつつ、築堤、嵩上げ・拡幅を行う。

②河道掘削
洪水を安全に流下させるため必要な箇所等

において、上下流のバランスを考慮しつつ、
河道掘削等を実施する。

③洪水調節容量の確保
洪水調節施設については、効果的に洪水ピーク流量の低減を

図るため、遊水地の整備を実施する。遊水地の整備にあたって
は、関係自治体と連携・調整を図りながら、詳細な調査及び検討
を行う。

３.事業の進捗状況等 ５．事業の投資効率性

【事業全体】
（今回） （前回）
総便益 B： 3,203億円 B： 8,972億円
総費用 C： 143億円 C： 198億円

B/C＝ 22.4 B/C＝45.4 

７．対応方針（原案）

・小貝川直轄河川改修事業は、現段階においても、その事業の必要
性は変わっておらず、引き続き事業を継続することが妥当。

２．事業概要

計画対象区間延長： 81.9km
事業概要：堤防整備、河道掘削、洪水調節容量の確保 等
事業期間：令和2年～令和31年
全体事業費：約241億円（前回269億円）

堤防整備の状況

河道掘削イメージ

B,C：現在価値化後

６．概要図
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※事業内容について、前回（H27）から変
更無し

【水環境】４箇所（H16年度～H29年度）
・水環境は全て整備完了

【自然再生】５箇所（H19年度～R7年度）
・自然再生は３箇所整備完了、２箇所継続

※利根運河環境整備について、関係機関との調整及び、整備
済魚道のモニタリング結果を踏まえ、魚道の修正設計を行うこ
とから事業費を約０．８億円、事業期間を４年延伸
（Ｒ３→Ｒ７年度）

【水辺整備】９箇所（H7年度～R8年度）
・水辺整備は８箇所整備完了、１箇所継続

利根川総合水系環境整備事業（利根川・江戸川環境整備）

【水環境】水質改善

【自然再生】生物の生息・生育環境の保全・創出

【水辺整備】誰もが安心して水辺や自然とふれあえる水辺空間の整備

１．目 的

計画対象区間延長：【利根川】187.7㎞ 【江戸川】54.65km 【烏川】19.0㎞ 等

事業概要：【水環境】高水敷掘削、浚渫、ポンプ整備 等

【自然再生】ヨシ原・湿地の保全・再生、魚道整備 等

【水辺整備】管理用通路（散策路）、坂路・階段整備 等

事業期間：平成７年度～令和８年度

全体事業費：約135億円（前回：約134億円）

２．事業概要

【水環境】利根川・江戸川の水質改善に寄与

【自然再生】生物の生息・生育環境の保全・創出

【水辺整備】高水敷や水辺にアクセスしやすくなり、利用者数が増加

４．事業の効果等

・本事業は、水質改善、生物の生息・生育環境の保全・創出、水辺や自然とふれあえ
る水辺空間確保の観点から、事業の必要性が高く、引続き事業の継続が妥当

７．対応方針（原案）

【事業全体】

B：1,913.2億円
Ｃ： 196.6億円
B/C=9.7

５．事業の投資効率性

６．概要図

３．事業の進捗状況等

※Ｂ，Ｃ：現在価値化後
※費用対効果分析はH27年度評価
時点

利根運河水環境整備事業（水環境）【H29完】

浚渫状況導水事業実施個所

BOD年75%値（平均） 整備前8.6mg/L 整備後5.2mg/L

利根運河環境整備（自然再生）【継続】

【H23完】古ケ崎地区水環境改善対策

【H27完】江戸川下流部水辺環境創出対策

【H23完】江戸川特定外来種対策検討

【H23完】坂川地区水環境改善対策

【H20完】江戸川航路浚渫

【H27完】江戸川水閘門緊急魚道対策検討

【H19完】
江戸川区

水辺の学校

【H15完】
三郷放水路
環境整備

【H13完】
八潮環境整備

【H21完】佐原広域交流拠点整備

【H24完】利根川下流部中水敷整備

【継続】
利根川下流
自然再生

【H29完】利根運河水環境整備事業

【継続】利根運河環境整備

【H12完】利根川江戸川水辺プラザ

【H14完】流頭部環境整備

江
戸
川

利根川

【継続】江戸川環境整備

【事業箇所位置図】＜利根川・江戸川＞

樋管

段差の解消

魚道整備により、段差を解
消し、魚介類の移動を改善

利根川

利根川

烏川
【R2完】烏川環境整備

＜烏川＞

凡例 …水環境
…自然再生
…水辺整備

※前回評価時において実施した費
用対効果分析の要因に変化が見ら
れない、かつ、費用対効果分析を
実施することが効率的でないと判
断されたため、今回、費用対効果
分析を実施していない。

整備前 整備後

烏川環境整備（水辺整備）【R2完】

階段とスロープの整備により、高水敷等へアクセスしやすく
なり、水辺を安全に利用することができようになりました。

階段整備

階段整備前



１．目 的

【水環境】〈渡良瀬川・矢場川〉
浄化導水、河川浄化施設の整備等を実施し、水環境を改善

【水辺整備】〈渡良瀬川・矢場川・桐生川〉
誰もが安全かつ容易に利用できるよう、まちづくりと一体となった魅力あ
る水辺空間の整備

３．事業の進捗状況等

４．事業の効果等

５．事業の投資効率性

６．概要図

７．対応方針（原案）

・当該事業は、誰もが安全かつ容易にふれあうことのできる水辺空間を確保
するために、引き続き事業を継続することが妥当と考えます。

２．事業概要

※渡良瀬川33.0
～34.4㎞右岸の
利用者数（実測
値）を示す。
出典：河川空間
利用実態調査

●水環境は全て整備完了

●水辺整備は、矢場川・桐生川は全て整備完了、
渡良瀬川は継続

・渡良瀬川では、「足利地区」、「岩井地区」、
「五十部地区」の3地区で水辺整備を実施
1.足利地区：H17整備完了

（緩傾斜堤防 約1.8㎞、坂路1箇所 等）
2.岩井地区：R1整備完了

（基盤整備 約39,700m2、坂路2箇所 等）
3.五十部地区：継続

●五十部地区において、他事業の盛土により
造成された箇所を新規整備箇所として追加。
当該箇所の堤防天端（平場）を民間企業等に
活用いただき、地域活性化を図るため、
利活用検討、坂路等施設整備追加を行うことから、
事業費を約14百万円、事業期間を5年延伸

【事業全体】
（今回）
総便益Ｂ：563億円
総費用Ｃ：303億円
Ｂ／Ｃ ：1.9

地域における水辺の交流拠点、
ネットワークの形成として、管
理用通路（散策路）の整備及び
基盤整備を実施に伴い、水辺
利用者数が増加しています。

※Ｂ、Ｃ：現在価値化後
（前回）
Ｂ ：369億円
Ｃ ：219億円
Ｂ／Ｃ：1.7

岩井地区の利用者数の変化
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岩井地区 公園
整備（足利市実
施）R1.10完了

足利赤十字
病院

管理用通路
0.5km（R1完）

坂路・階段整備
（追加）管理用通路

0.35km（他事業）

渡
良

瀬
橋

川表・川裏
坂路整備（R1完）

36ｋ

37ｋ

38ｋ

川裏坂路
整備（H30完）

凡例

整備完了箇所
R2の計画追加箇所
R2の計画除外箇所
他事業による施工箇所
距離標

計画対象区間延長：渡良瀬川42.5㎞ ・矢場川12.5㎞ ・桐生川9.6 ㎞ 等
事業概要：【水環境】浄化導水、河川浄化施設の整備

【水辺整備】緩傾斜堤防、坂路、管理用通路（散策路）整備 等
事業期間：昭和56年度～令和9年度（前回：令和4年度まで）
全体事業費：約111億円（前回：約110億円）

１．足利地区（Ｈ17整備済み）

緩傾斜堤防の階段の利用

急な法面と凹凸がある
護岸により、渡良瀬川
へアクセスしにくい

渡良瀬川

整備後

整備前

階段

３．岩井地区（R1整備済み）

平場・坂路整備による水辺利用

渡良瀬川

高水敷に樹木や草木が
繁茂し、平場が無いため
利用しにくい

整備後

整備前

平場

坂路

新規整備箇所

渡良瀬川
個別箇所 整備の内容 単位

数量

全体計画 R1年度末 残

3.五十部
地区

管理用通路 ｋｍ 0.5 0.5（R1完了） －

坂路（階段等含む） 箇所 4 3 1

【事業実施位置図】

Ⅰ.蓮台寺川浄化事業
（S59完） Ⅱ.袋川浄化事業

（H16完）
Ⅲ.矢場川浄化事業

（H16完）

Ⅴ.桐生川水辺環境整備
（H21完）

Ⅵ.渡良瀬川環境整備
（継続）

Ⅳ.矢場川憩い・ふれあいﾈｯﾄﾜｰｸ整備（H20完）

凡例

：継続

：完了評価済

2.岩井地区（R1完）

3.五十部地区
（継続）

1.足利地区（H17完）

Ⅵ.渡良瀬川環境整備

【五十部地区】

利根川総合水系環境整備事業（渡良瀬川環境整備）


